


10 年にわたる別府との姉妹関係

毎年当市は日出ずる国からコンドルセ専門学校に研修に来た若い研修生を受

け入れてきた。

写真

オランピア劇場前で日本の学生たちに囲まれた

ベルナール リュムノー氏、井上富江、ピエールアンドレ デルボー氏

月曜日の夕方オランピア劇場ではイヴ フロン氏に代わって文化担当の副市

長、ベルナール リュムノ-氏が別府大学（日本）からの 40 名の学生を歓迎した。

市の代表たちに囲まれたリュムノー氏は学生と教授陣の別府大学フランス語教

授井上富江と、森井 秀昭教授、吉村良孝氏に歓迎の意を述べた。氏は、幾多

の国際交流に力をつくしているピーエル アンドレ デルボー氏が校長であるコ

ンドルセ専門学校との 10 年にわたる姉妹関係を祝福した。市の代表たちは同時

に武道家、カルロッタ 池田氏、サンカイ ジュク氏、また写真家大森よし氏等

のことをもなつかしく思いだしていた。

ピエール デルボー氏は「10 年前から延べ 350 人の若者がコンンドルセ専門

学校で学び、アルカッション大使としてフランスの生活の知恵を日本に持ち帰

ったことになります」と述べた。

またそもそもこの姉妹関係は、氏が代表団の一員として参加したアラン ジュ

ペ氏とボルド-市の国際交流に起因することを付け加えた。また井上富江氏の毎

年学生を引率して来るという律儀さをも強調された。

木曜日には、アルカション副知事のパスカルゴーシ氏、アラン ジュペ氏代理

としてボルド-国際交流担当のローラン ヴィギエ氏、教育活動視学官のミシェル

ゴーチエ氏、そしてアルカッション市、ラテスト町代表団を招いて大記念パー

ティーも行われる予定である。

専門学校での滞在中、学生達はフランス料理、フランス菓子、テーブルコー

ディネイト、フルーツカッテイング、フランバージュ、カクテル等の講義を受

け、更にこの地方の他の町々も訪問する予定である。金曜日には修了証書が授

与される予定であり、これは日本で評価されているものである。


